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  （百万円未満切捨て）
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 78,728 △0.9 378 － 516 － 810 － 
29年３月期 79,422 △1.1 △524 － △349 － △5,807 － 

 
（注）包括利益 30年３月期 859 百万円 （－％）   29年３月期 △5,729 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
30年３月期 16.63 16.62 7.1 1.7 0.5 
29年３月期 △119.38 － △40.7 △1.1 △0.7 

 
（参考）持分法投資損益 30年３月期 － 百万円   29年３月期 － 百万円 
（注）平成29年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、１株当たり当期純損失であるため記載しておりませ

ん。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
30年３月期 32,027 11,914 37.1 243.70 
29年３月期 29,621 11,008 37.0 225.29 

 
（参考）自己資本 30年３月期 11,880 百万円   29年３月期 10,970 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 
30年３月期 2,533 1,375 △806 7,617 
29年３月期 1,945 △1,367 △1,080 4,493 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 0 0.0 0.0 
30年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00 246 30.1 2.1 
31年３月期（予想） － － － － －   －   
（注）平成31年３月期の配当につきましては、現在、未定です。 
 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 
  （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
通期 81,533 3.6 1,631 331.5 1,714 231.7 798 △1.5 16.18 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規 －社   （社名）          、除外 －社   （社名） 
 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期 49,414,578 株 29年３月期 49,414,578 株 

②  期末自己株式数 30年３月期 665,048 株 29年３月期 717,648 株 

③  期中平均株式数 30年３月期 48,724,568 株 29年３月期 48,647,434 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
30年３月期 65,132 △1.7 260 － 540 － 762 － 
29年３月期 66,257 75.7 △668 － △330 － △6,304 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
30年３月期 15.65 15.65 
29年３月期 △129.60 － 

（注）平成29年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、１株当たり当期純損失であるため記載しておりませ
ん。 
 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
30年３月期 29,870 11,977 40.0 245.00 
29年３月期 27,687 11,150 40.1 228.22 

 
（参考）自己資本 30年３月期 11,943 百万円   29年３月期 11,113 百万円 
 
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞ 
 当社は当事業年度において、店舗オペレーションを見直し、商品廃棄ロスの減少及びシフトコントロールによる人件費
の適正化を行った結果、収益が改善し、利益増加の要因となりました。 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．「１経営成績等の概況（４）
今後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

(１）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度における我が国経済は、政府の経済政策等を背景に企業収益は堅調に推移し、緩やかな回復基調

を辿ったものの、欧米や東南アジアにおける不安定な政治動向や地政学的リスクの高まり等の影響が懸念されるな

ど先行き不透明な状況が続きました。 

 外食業界におきましては、食材価格の高騰、人材確保の競争の激化、食の安全・安心に対する社会的関心の高ま

りに加え、消費者の節約志向の影響から経営環境はより一層の厳しさを増しております。

 このような状況の中、店舗改装（26店舗）や新規ロゴへの看板変更（一部店舗除く）を行うなど、新規顧客の獲

得及びリピーターの増加を目指してまいりました。

 新規出店については、平成29年４月に一関店、平成29年６月に安中店の計２店舗をオープンいたしました。

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は787億28百万円(前年同期比0.9％減)、営業利益は３億78百万円(前年同

期は営業損失５億24百万円)、経常利益は５億16百万円(前年同期は経常損失３億49百万円)、親会社株主に帰属す

る当期純利益は８億10百万円(前年同期は親会社に帰属する当期純損失58億７百万円)となりました。 

 次に事業の種類別セグメントの概況をご報告申し上げます。 

 

＜回転寿司事業＞

 回転寿司事業におきましては、全社的な事業構造改革を通じて、国内回転寿司業態におけるメニュー・品質の向

上及び積極的な販売促進に注力すべく、最高ランクの３特いくらを使用した北海道産 鮮極いくらやボタンエビ、

鹿児島県産 大うなぎや山口県産 のどぐろなどの全国各地の旬のネタを使用した「かっぱ寿司」でしか味わえない

素材にこだわった新鮮で魅力ある商品を提供し、販売促進を行ってまいりました。また、11月より「食ベホー」と

題して期間限定で「食べ放題」を全店舗で展開し、今年２月より期間の限定を設けず全店舗で食べ放題を展開する

など、新規お客様にとっての来店動機の充実に取り組んでまいりました。加えて、店舗運営の観点におきまして

は、お客様により良い商品・サービスをご提供すべく、調理マニュアルの見直しやスピード向上のための取り組み

を引き続き行うなど、店舗におけるオペレーション力の強化に努めてまいりました。このような取り組みを実施し

た結果、着実な収支改善を実現しておりますが、天候不順等に伴う売上高の減少や、食材価格の高騰が想定を上回

って推移していること、また、将来に向けた店舗における営業状態の改善に優先的に取り組んでいることに伴う各

種費用が増加いたしました。 

 海外では韓国で回転寿司を６店舗運営しております。メニューの定期的な見直しを中心とした、商品力・サービ

スの向上に注力し、改善を進めました。 

 

 以上の結果、回転寿司事業の売上高は666億64百万円(前年同期比1.4％減)となりました。

 

＜デリカ事業＞ 

 デリカ事業におきましては、コンビニエンスストアを中心とした寿司弁当、調理パン等の新規取引先の拡大、既

存顧客の販売強化及びコスト構造の見直しに取り組んでおります。

 

 以上の結果、デリカ事業の売上高は120億64百万円(前年同期比2.4％増)となりました。 
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(２）当期の財政状態の概況 

(資産） 

 当連結会計年度末における総資産は、320億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億５百万円増加いたしま

した。これは主に、現金及び預金が31億23百万円増加、売掛金が４億７百万円増加、建物及び構築物が２億57百万円

減少、工具、器具及び備品が２億９百万円増加、土地が２億48百万円減少、リース資産が１億00百万円増加、敷金及

び保証金が７億90百万円減少したことによるものです。

(負債） 

 当連結会計年度末における総負債は、201億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億99百万円増加いたしま

した。これは主に、買掛金が１億70百万円増加、社債及び一年内償還予定の社債が21億75百万円増加、短期借入金が

１億49百万円減少、未払金が４億63百万円増加、リース債務が１億37百万円減少、長期借入金及び一年内返済予定の

長期借入金が19億64百万円減少、未払費用が１億13百万円減少、未払消費税等が２億23百万円増加、賞与引当金１億

56百万円減少、長期未払金が10億55百万円増加したことによるものです。 

(純資産） 

 当連結会計年度末における純資産は、119億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億６百万円増加いたしま

した。これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益８億10百万円により利益剰余金が増加したことによるものであ

ります。

(３）当期のキャッシュフローの概況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシュ・フローが

25億33百万円増加、投資活動によるキャッシュ・フローが13億75百万円増加、財務活動によるキャッシュ・フローが

８億６百万円減少した結果、前連結会計年度末より31億24百万円増加し、76億17百万円（前連結会計年度末は44億93

百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 

営業活動の結果得られた資金は25億33百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益８億89百万

円、減価償却費17億６百万円、減損損失９億23百万円、固定資産売却損益８億10百万円等によるものでありま

す。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 

投資活動の結果得られた資金は13億75百万円となりました。これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式等

の売却による収入11億17百万円、無形固定資産の売却による収入７億70百万円、有形固定資産の取得による支出

５億99百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 

財務活動の結果使用した資金は８億６百万円となりました。これは主に、社債の発行による収入29億41百万円、

長期借入金の返済による支出19億64百万円、社債の償還による支出８億25百万円、ファイナンス・リース債務の

返済による支出４億74百万円、割賦債務の返済による支出３億74百万円によるものであります。

 

(４）今後の見通し 

 今後の見通しにつきましては、外食業界におきましても人材及び原材料調達コストの上昇や、消費者の根強い節

約志向の影響など、社会環境の変化に伴い既存事業者間の競争はより一層厳しさをましております。 

 

 このような厳しい環境の中、引き続きグループの総合力を結集し、従来の枠組みにとらわれることなく全社的な

事業構造改革を進めてまいります。

 デリカ事業におきましては、グループのシナジーを生かし販路を拡大、寿司弁当、調理パンを中心に業容を拡大

してまいります。

 

 以上により今後の見通しにつきましては、連結売上高815億円、連結経常利益17億円、親会社株主に帰属する当

期純利益７億円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,493 7,617 

売掛金 1,672 2,080 

商品及び製品 354 340 

原材料及び貯蔵品 262 299 

未収消費税等 368 345 

その他 1,081 1,314 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 8,233 11,996 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 29,517 29,259 

機械装置及び運搬具 4,425 4,229 

工具、器具及び備品 4,318 4,528 

土地 3,235 2,986 

リース資産 2,020 2,120 

建設仮勘定 74 58 

減価償却累計額 △30,358 △30,476 

有形固定資産合計 13,233 12,707 

無形固定資産 197 287 

投資その他の資産    

投資有価証券 853 852 

敷金及び保証金 6,569 5,779 

その他 497 324 

貸倒引当金 △9 △9 

投資その他の資産合計 7,910 6,946 

固定資産合計 21,342 19,942 

繰延資産    

社債発行費 46 88 

繰延資産合計 46 88 

資産合計 29,621 32,027 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,704 3,874 

短期借入金 398 249 

1年内返済予定の長期借入金 1,964 826 

1年内償還予定の社債 540 1,110 

未払金 1,110 1,573 

未払費用 1,878 1,764 

リース債務 461 393 

未払法人税等 385 427 

未払消費税等 181 404 

賞与引当金 316 159 

株主優待引当金 123 102 

店舗閉鎖損失引当金 56 155 

繰延税金負債 14 13 

その他 253 267 

流動負債合計 11,388 11,323 

固定負債    

社債 2,190 3,795 

長期借入金 1,626 800 

長期未払金 1,179 2,234 

長期預り保証金 115 93 

リース債務 506 438 

資産除去債務 1,467 1,388 

繰延税金負債 63 0 

その他 76 38 

固定負債合計 7,224 8,789 

負債合計 18,613 20,113 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,800 9,800 

資本剰余金 3,664 2,263 

利益剰余金 △1,783 445 

自己株式 △673 △624 

株主資本合計 11,006 11,884 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △4 △4 

為替換算調整勘定 △31 － 

その他の包括利益累計額合計 △35 △4 

新株予約権 37 34 

純資産合計 11,008 11,914 

負債純資産合計 29,621 32,027 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 79,422 78,728 

売上原価 39,048 37,963 

売上総利益 40,374 40,765 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 19,777 19,471 

賞与引当金繰入額 273 135 

退職給付費用 114 109 

地代家賃 5,841 5,713 

株主優待引当金繰入額 303 278 

その他 14,588 14,679 

販売費及び一般管理費合計 40,898 40,387 

営業利益又は営業損失（△） △524 378 

営業外収益    

受取利息 58 55 

受取配当金 31 44 

受取家賃 260 216 

自動販売機収入 63 60 

雑収入 115 79 

営業外収益合計 529 456 

営業外費用    

支払利息 48 57 

社債利息 6 29 

賃貸収入原価 223 189 

為替差損 2 0 

雑損失 72 41 

営業外費用合計 353 317 

経常利益又は経常損失（△） △349 516 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 12 810 

関係会社株式売却益 － 653 

退職給付制度終了益 272 － 

受取和解金 － 36 

その他 27 － 

特別利益合計 311 1,500 

特別損失    

固定資産除却損 168 37 

減損損失 1,539 923 

店舗閉鎖損失引当金繰入額 56 155 

その他 － 10 

特別損失合計 1,764 1,127 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△1,801 889 

法人税、住民税及び事業税 254 245 

法人税等調整額 3,751 △182 

法人税等合計 4,006 62 

当期純利益又は当期純損失（△） △5,807 827 

非支配株主に帰属する当期純利益 － 17 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
△5,807 810 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） △5,807 827 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 0 

退職給付に係る調整額 108 － 

為替換算調整勘定 △31 31 

その他の包括利益合計 78 31 

包括利益 △5,729 859 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △5,729 835 

非支配株主に係る包括利益 － 23 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 9,800 3,633 4,996 △757 17,672 

当期変動額           

剰余金の配当     △972   △972 

欠損填補         － 

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）     △5,807   △5,807 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分   30   83 114 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）           

当期変動額合計 － 30 △6,779 83 △6,665 

当期末残高 9,800 3,664 △1,783 △673 11,006 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

退職給付に係る
調整累計額 

為替換算調整
勘定 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 △5 △108 △0 △114 53 － 17,611 

当期変動額               

剰余金の配当             △972 

欠損填補             － 

親会社株主に帰属する当
期純損失（△）             △5,807 

自己株式の取得             △0 

自己株式の処分             114 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額） 0 108 △31 78 △16 － 62 

当期変動額合計 0 108 △31 78 △16 － △6,603 

当期末残高 △4 － △31 △35 37 － 11,008 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 9,800 3,664 △1,783 △673 11,006 

当期変動額           

剰余金の配当         － 

欠損填補   △1,418 1,418   － 

親会社株主に帰属する当
期純利益     810   810 

自己株式の取得         － 

自己株式の処分   18   49 67 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額）           

当期変動額合計 － △1,400 2,228 49 877 

当期末残高 9,800 2,263 445 △624 11,884 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

為替換算調整
勘定 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 △4 △31 △35 37 － 11,008 

当期変動額             

剰余金の配当           － 

欠損填補           － 

親会社株主に帰属する当
期純利益           810 

自己株式の取得           － 

自己株式の処分           67 

株主資本以外の項目の当
期変動額（純額） 

0 31 31 △3 － 28 

当期変動額合計 0 31 31 △3 － 906 

当期末残高 △4 － △4 34 － 11,914 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△1,801 889 

減価償却費 1,725 1,706 

減損損失 1,539 923 

のれん償却額 19 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △984 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 48 △156 

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 55 99 

受取利息及び受取配当金 △89 △100 

支払利息及び社債利息 55 86 

固定資産除却損 162 37 

固定資産売却損益（△は益） － △810 

関係会社株式売却損益（△は益） － △653 

為替差損益（△は益） 53 0 

売上債権の増減額（△は増加） △396 △431 

たな卸資産の増減額（△は増加） △94 △47 

仕入債務の増減額（△は減少） 558 216 

未払金の増減額（△は減少） 80 44 

未払費用の増減額（△は減少） 98 △84 

未収消費税等の増減額（△は増加） △23 23 

未払消費税等の増減額（△は減少） △197 239 

その他 1,409 694 

小計 2,220 2,677 

利息及び配当金の受取額 33 44 

利息の支払額 △49 △86 

和解金の受取額 － 36 

法人税等の支払額 △257 △138 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,945 2,533 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △930 △656 

有形固定資産の売却による収入 － 285 

無形固定資産の取得による支出 △50 △137 

無形固定資産の売却による収入 － 770 

敷金及び保証金の差入による支出 △448 △71 

敷金及び保証金の回収による収入 85 107 

長期前払費用の取得による支出 △32 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式等の売却によ

る収入 
－ 1,117 

その他 9 △41 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,367 1,375 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △153 △149 

長期借入金の返済による支出 △2,204 △1,964 

配当金の支払額 △967 △1 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △479 △474 

社債の発行による収入 2,949 2,941 

社債の償還による支出 △270 △825 

割賦債務の返済による支出 △41 △397 

自己株式の処分による収入 49 64 

その他 36 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,080 △806 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 20 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △544 3,123 

現金及び現金同等物の期首残高 5,038 4,493 

現金及び現金同等物の期末残高 4,493 7,617 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

① 取引の概要 

 当社は、従業員の企業意思形成への参画意欲を高めることによるコーポレート・ガバナンスの充実及び強化、並

びに、従業員に対する企業価値向上に向けたインセンティブの付与による勤労意欲の高揚を図ることを通じて、当

社の企業価値の向上を目指すべく「従業員持株会連携型ＥＳＯＰ」を導入しております。 

「従業員持株会連携型ＥＳＯＰ」は、従業員持株会が取得する予定数量に相当する当社株式を予め一括して当社よ

り取得し、従業員持株会への売却を行うものであります。 

② 信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27

年３月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。 

③ 信託が保有する自社の株式に関する事項 

 信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度619百万円、当連結会計年度572百万円で、

株主資本において自己株式として計上しております。 

 また、当該株式の期末株式数は、前連結会計年度565千株、当連結会計年度523千株、期中平均株式数は、前連結

会計年度592千株、当連結会計年度545千株であり、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりま

す。 
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（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

 当社グループは、提供する商品、サービス等により「回転寿司事業」「デリカ事業」の２つを報告セグメントと

しております。

 「回転寿司事業」は、回転寿司チェーン「かっぱ寿司」の運営を行っております。「デリカ事業」は、関東・関

西・中京地区において主にコンビニエンスストア向け寿司・調理パンの製造、販売を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と

同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部売上及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成28年４月１日 至平成29年３月31日） 

    （単位：百万円） 

  回転寿司事業 デリカ事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 67,642 11,780 79,422 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 393 393 

計 67,642 12,174 79,816 

セグメント損失（△） △491 △44 △536 

セグメント資産 26,075 3,545 29,621 

その他の項目      

減価償却費 1,529 196 1,725 

有形固定資産及び無形固定資産の

増加額 

2,387 51 2,439 

 

当連結会計年度（自平成29年４月１日 至平成30年３月31日） 

    （単位：百万円） 

  回転寿司事業 デリカ事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 66,664 12,064 78,728

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 353 353

計 66,664 12,417 79,082

セグメント利益又は損失（△） 400 △31 368

セグメント資産 28,753 3,274 32,027

その他の項目      

減価償却費 1,562 144 1,706

有形固定資産及び無形固定資産の

増加額 

2,585 98 2,684
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計

セグメント間取引消去

79,816

△393 

79,082

△353 

連結財務諸表の売上高 79,422 78,728

 

（単位：百万円）

利益又は損失 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計

セグメント間取引消去

△536

11

368

9

連結財務諸表の営業利益又は営業損失（△） △524 378

 

（単位：百万円） 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計

セグメント間取引消去

29,621

－ 

32,027

－ 

連結財務諸表の資産合計 29,621 32,027

 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「回転寿司事業」及び「デリカ事業」において減損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当

連結会計年度においては、「回転寿司事業」904百万円、「デリカ事業」19百万円であります。 
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成29年４月１日
至  平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 225.29円 243.70円

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期

純損失金額（△）
△119.38円 16.63円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －円 16.62円

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当た

り当期純損失であるため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  平成28年４月１日
至  平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成29年４月１日
至  平成30年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親

会社株主に帰属する当期純損失額（△）（百

万円）

△5,807 810

普通株主に帰属しない金額（百万円） －  

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額又は親会社株主に帰属する当期純

損失額（△）（百万円）

△5,807 810

期中平均株式数（千株） 48,647 48,724

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） － 22,600

（うち新株予約権（千株）） （－） （22,600）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式の概要

－ －

３．株主資本において自己株式として計上されている従業員持株会信託口が保有する当社株式は、１株当たり当期

純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

ており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めておりま

す。 

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数

は前連結会計年度592千株、当連結会計年度545千株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己

株式の期末株式数は、前連結会計年度565千株、当連結会計年度523千株であります。 
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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